
徳
島
。中
島
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
市
中
島
田
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
二
月
ぞ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
徳
島
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
福
家
清
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
言
一世
紀
後
半
ｉ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
島
田
遺
跡
は
鮎
喰
川
東
岸
に
広
が
る
沖
積
平
野
上
に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
、

標
高
三
ｉ
四
ｍ
の
低
湿
地
帯
に
位
置
す
る
。
中
世
の
頃
、
当
地
周
辺
に
は
康
和

二
年
（
一
一
〇
〇
）
に
成
立
し
た

安
楽
寿
院
領
名
東
荘
が
あ
り
、

荘
内
に
属
し
た
現
在
の
蔵
本
に

は

「倉
本
下
市
」
Ｌ
史
料
に
見

え
る
市
が
成
立
し
て
い
た
。
こ

の
蔵
本
は
中
島
田
遺
跡
が
所
在

す
る
中
島
田
に
隣
接
す
る
。

一
九
八
六
年
に
県
道
徳
島
鴨

島
線
の
道
路
改
良
工
事
に
伴

っ

て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
中
世
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
鎌
倉
時
代
後
半
の
掘
立
柱
建
物

・
土
羨

・
溝
、
室
町
時
代

後
半
頃
に
埋
没
し
た
と
推
定
さ
れ
る
自
然
流
路
な
ど
で
あ
る
。
出
土
遺
物
に
は

中
世
の
日
常
雑
器
類
の
は
か
、
輸
入
陶
磁
器

・
鋼
銭

・
木
製
品

・
矢
な
ど
が
あ

る
。
木
簡
は
柿
経
と
見
ら
れ
る

一
点
を
含
め
て
計
五
点
出
上
し
た
。
い
ず
れ
も

室
町
時
代
後
半
の
遺
物
を
伴
う
自
然
流
路
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　

軍

ミ
咄
灰
叩
　

　

律
町

〕
隅

♂

　

　

］置

だ

目

一急

く
如
□
一

，
　
　
〔漁
〕

ｔ２
　
　
×
□

々
如
律
令

規
九、
似
サ
ｆ
　

　

　

　

　

　

（μё

話
受
∞
ｏ‘

０
　
　
「
＜
（符
篠
）
廷
　
　
　
　
〔
く
如
律
令
〕

一染
王
屁
急
日
日
日
□

」
　
　
　
ドμ賀
伽マ
∽
寓
］

〓
＋
升
γ
Ｖ

ω

　

「
正
見
邪
見

利
根
鈍
根

×

（Φ∞）
×
Φ
Ｘ
μ
　
ＯμΦ

ω
は
い
わ
ゆ
る

「
天
呈
符
」
、
②
も
上
半
部
を
欠
失
す
る
が
同
様
と
推
定
さ

れ
る
。
ω
は
水
点
と
梵
字

（
ウ
ン
）
を
冒
頭
に
配
す
る
。
②

に
は
陰
と
陽
の
数

字
の
極
荻
を
示
す

「
九
く
八
十

一
、
八
九
七
十
二
」
を
記
す
。
ω
の
末
尾
に
認

め
ら
れ
る
墨
痕
も
九
九
を
記
し
た
痕
跡
と
見
ら
れ
る
。
③
は
諸
病
平
癒
を
祈
願

す
る
際
に
効
力
を
発
し
た
と
さ
れ
る

「愛
染
王
符
」
で
あ
る
が
、

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
上
例
は
あ

比
較
的
厚
手
の
板
を
使
用
し
、
上
端
に
一
対
の
切
り

込
み
を
い
れ
て
い
る
。
以
上
の
四
点
は
、
形
態

。
内
容
か
ら
呪
符
木
衛
に
属
す
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1986年出上の木簡

る
も
の
で
あ
る
が
、
①
は
妙
法
蓮
華
経
薬
草
感
品
の
経
文
の
一
節
を
書
写
し
た

柿
経
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
柿
経
は
大
量
に
出
土
す
る
例
が
多
い

が
、
本
例
の
場
合
は
単
独
の
出
上
で
あ
る
。

解
読
に
際
し
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己
氏
、
奈
良
大
学
の

水
野
正
好
氏
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（福
家
清
司
）

一尋

木

簡

研

究

第
五
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
史
の
研
究
に
つ
い
て
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
晃

一
九
八
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
白

墓
寺
遺
跡
　
藤
原
官
跡
　
山
田
寺
跡
　
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡
　
長
岡
東
跡
①

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
長
岡
京
跡
①
　
仁
和
寺
南
院
跡
　
大
坂
城
跡

梶
子
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡
　
野
畑
遺
跡
　
穴
太
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
下
野

国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡
　
長
原
東
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
払
田
柵
跡
　
日
野
川

朝
官
橋
下
流
　
桜
町
遺
跡
　
出
合
遺
跡
　
辻
井
遺
跡
　
助
三
畑
遺
跡
　
一月
脊

堀
の
内
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
田
村
遺
跡
　
一局
畑
廃
寺
　
藤
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
五
）

藤
原
宮
跡

字
訓
史
資
料
と
し
て
の
平
城
官
木
簡

―
―
古
事
記
の
用
字
法
と
の
比
較
を
方
法
と
し
て
―
―
　
　
　
　
　
小
林

平
城
宮
出
上
の
衛
士
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭

木
簡
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

書
評

・
『
草
戸
千
軒
―
卜
木
簡
一
―
―
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
藤

彙
報
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